
 

 

 

  

 

 

 

 

ＪＲ東海労は１１月１０日、年末手当の団体交渉をおこない、会社から「２.７カ月」

の回答が示されました。 

ＪＲ東海労は回答に対して、コロナ禍で頑張っている社員の苦労に全く応えておら

ず、要求と余りにもかけ離れているとして、その場で再申し入れをおこなっていま

す！ 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ西労は１１月１１日、団体交渉をおこない会社は年末手当について、基本給、

エリア手当及び扶養手当合計額の「１.８カ月」。一時金について「30,000円」、ただ

し契約社員・シニア社員は対象外とする回答を示しました。 

ＪＲ西労は、一昨年の年末手当以来続く賞与の低額回答により、社員の生活は限界

であること。黒字で社員の期待も大きかった中で、我々の要求と回答は乖離している

こと。また、一時金についてシニア・契約社員が除外されたことに対して、再申し入

れをおこなっています！ 

ＪＲ総連通信 
２０２２年１１月１１日 №１５９２ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 


